
中国地域半導体関連産業振興協議会の

これまでの取組

2025 年7月8日

中国地域半導体関連産業振興協議会事務局

（中国経済産業局 地域経済部 半導体関連産業室）
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中国地域半導体関連産業振興協議会の状況

【設立目的】

中国地域のデジタル社会実現の基盤となる半導体関連産業の中期的な発展の
方策を検討する。

【設立時期】

令和4年10月5日

【会員】

Å 会員数は令和7年6月26日時点で282 機関。

Å 事業区分ごとの内訳は、

Å 立地ごとの内訳では、鳥取県が12機関、島根県が18機関、岡山県が46機
関、広島県が114機関、山口県が52機関、その他地域が40機関。

Å 会員の詳細はこちら。

技術交流会の
参加企業募集

技術交流会の
参加企業募集

第5回会合開催（初の
懇親会開催）と県・金
融機関のネットワーク
を活かした働きかけ

協議会発足
民間企業が231社

うち半導体デバイス 13社 商社  11社
半導体製造装置 23社 人材派遣    9社
半導体製造装置部品  101社 金融機関    4社
半導体材料 31社 その他                   29社
ファシリティ 9社

ほか、教育機関 18機関
官公庁 18機関、支援機関・団体 16機関

第6回会合開催と金融
機関のネットワーク
を活かした働きかけ

https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/tiiki/handoutaikanrensangyou/kouhyou.pdf
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協議会活動の全体概要
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情報発信 人材育成・確保
サプライチェーン

強靱化
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2025 年度（令和7年度）の取組（予定）



主な協議会全体／情報発信の取組

¸
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¸ 会員同士の議論の場として、協議会活動の柱である「人材育成・確保」と「サプライチェーン強靱化」それぞれにつ
いて分科会を設置・運営し、今後の活動の方向性について議論。

¸ 分科会の中には専門部会を設け、より踏み込んだ議論やネットワーキングの場とする。

①分科会の設置【新規】
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②広域連携・地域内連携の強化【新規】

¸ 中国地域と同様に半導体関連産業の集積強化を目指す九州、東北、北海道、四国など他地域との広域連携を強化。各
地域のビジネスマッチング・商談会への相互参加（「チャレンジマーケット」＠九州、「企業間交流会」＠東北、
「オンラインセミナー」＠北海道）や共同での事業実施（SEMICON Japan 「中四国パビリオン」）を予定。

¸ また、中国地域内の地域内連携も強化するため、行政機関・支援機関同士の情報・意見交換、ネットワーキングの場
である「自治体連携会議」を7月4日に開催予定。
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︣ ・ブース出展
・シーズ提供

・技術ニーズ提示
・事前説明会
・イベント開催 etc… ＊ロゴは各社HPより引用
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¸ 協議会会員の多くが共通して関心を持つテーマに関する協議会主催セミナーを3～5回程度開催する。

¸ 第一弾として、本日（6月30日）、経済産業省 技術調査・流出対策室より「経済安全保障の観点からの技術流出対
策について」と題して説明。

¸ 第二弾として、8月5日に中国地域を代表する半導体製造装置部品メーカーである株式会社ひびき精機の松山代表取
締役社長から、半導体業界の特徴、異業種から半導体業界に挑戦した同社のこれまでの歩み等を語っていただくセミ
ナーを開催。第三弾以降は調整中。

¸ その他、会員企業が主催するオンラインセミナーについても公益的な内容であれば協議会内に周知を行う。

③セミナーの開催【新規】
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https://www.chugoku.meti.go.jp/r7fy/event/han
doutai/250623.html

https://www.chugoku.meti.go.jp/r7fy/event/handoutai/250623.html
https://www.chugoku.meti.go.jp/r7fy/event/handoutai/250623.html


主な人材育成・確保に関する取組（全体像）
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https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/ti
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https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/tiiki/handoutaikanrensangyou/pamphlet.pdf
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①半導体講座に対する支援（大学）
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¸ 岡山大学が令和5年度に多様な対象に向けた半導体講座を新設。

¸ 協議会としては、人材の受皿拡大に資する取組として、講座継続のための仕組み作りを支援。

【協議会の支援】
・モデル的取組として、企業との繋ぎなど講座の実施支援
・水平展開・講座の継続に係る検討支援（アンケートの分析を含む）
・社会人向け講座等、取組の広報周知
・講座継続に係る検討

β 令和7年度からは大学コンソーシアム岡山での枠組みにより、県内18大学との単位互換を開始
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①半導体講座に対する支援（工業高校）

【協議会の支援】
・工業高校と地元企業のマッチングに係る支援
・モデル的取組としての講座の実施支援
・他事業との連携による工業高校（産業教育）の魅力向上に係る取組検討など
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¸ 近隣地域に半導体関連企業が集積する笠岡工業高校は、特色ある取組の一環として、生徒の半導体分野への関心を高
めることを目的とした半導体講座を令和7年度に新設。

¸ 令和7年3月にはローム・ワコー株式会社と就業体験実習に係る協定を締結。「笠工型デュアルシステム」として、
同社で半導体実習をするほか、近隣大学、他の地域企業とも連携した半導体教育を実施。

¸ 協議会としては、人材の裾野拡大・受皿拡大に資する取組として、講座実施等を支援。
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②半導体企業パンフレット

¸ R6年度の取組として、学生の半導体業界への興味関心を高め、中国地域の半導体企業の知名度を高めることを目的
に「中国地域の半導体企業パンフレット」を作成。

¸ 今年度は「活用の年」と位置づけ、協議会主体のイベントのほか、キャリア講演会等、各種イベントやセミナーに
おいて積極的に配布・展開予定。

¸ 実際の活用を通じ、受け手の反応や活用上の工夫・課題等について意見を収集、必要に応じて来年度以降のリ
ニューアルも検討予定。
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β進路指導室・キャリアセンターへの配布、キャリア講演会
（JEITA・広島大学）、県教委を通じた周知など

半導体デバイス：7社
半導体製造装置：5社
半導体製造装置部品：6社
半導体材料：2社
ファシリティ：1社

https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/tiiki/handoutaikanrensangyou/pamphlet.html
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③工場見学ツアー（小中学生・保護者向け）【拡充】

タツモ
第一工場

マイクロン
メモリジャパン

エスタカヤ電子工業

¸ 若年層の半導体の認知度向上、興味・関心の換起、学生の就職先の決定に影響力の大きい保護者にアプローチするた
めに、小中学生および保護者を対象とした半導体工場見学会を実施。

¸ 昨年度実施した東広島市（半導体産業に関心の高い地域）の継続とともに、半導体の集積が見られる地域のひとつで
ある井笠地域に取組を拡大。

¸ いずれも自治体、教育機関と連携した取組とし、継続性及びについても検証。
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③工場見学ツアー（教職員向け）【拡充】
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研修については、以下の観点に基づくものとする。
①学校での学びの、企業の現場での活用
②学生に対する進路指導への活用

β 事前セミナーは教職員以外も参加可

調整中

広島大学、
マイクロン

メモリジャパン

ローム・ワコー、
安田工業

¸ 学生のキャリア選択においては、教職員の意見や知見が大きく影響することから、教職員の半導体に対する理解を深
め、半導体関連の知見が進路指導や授業でも活用されることを目的に、教職員向け半導体研修事業を実施。

¸ 令和6年度に実施した東広島市での教職員向け研修は、教職員からの満足度が高く、一定の効果が見られた一方、参
加者の制約（日程・場所等）があったことから、令和7年度は、東広島市での継続に加え、比較的半導体産業の集積
が見られる岡山県西部～広島県東部でも開催。
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③工場見学ツアー（大学生・大学院生向け）【新規】
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日立ハイテク

笠戸地区

トクヤマ

¸

¸

¸ 新たに山口県内半導体企業への工場見学を企画し、近隣県を含む大学生／大学院生向けの工場見学会を実施。



主なサプライチェーン強靱化に関する取組
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①技術交流会の開催【拡充】

¸ ニーズ発信企業が提示した技術ニーズに対し、協議会の会員企業等が自社技術の提案を行い、選考を経て商談を行う
マッチングイベント「技術交流会」を5回開催予定。第一弾として現在、シャープ福山レーザーが提示した技術ニー
ズへの提案を募集中。

¸ 本事業を通じてニーズ発信企業の課題解決や提案企業のビジネス拡大を支援。
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課題解決①ニーズの提示

②提案

③選考

④商談

取引拡大

付加価値
向上

＊ロゴは各社HPより引用

https://www.chugoku.meti.go.jp/r7fy/koubo/handoutai/250617.html


②工場見学・交流会の開催【新規】

¸ 協議会の会員企業が半導体や半導体製造装置等の製造現場の見学を行い、見学後には参加企業同士の交流も図る「工
場見学・交流会」を2回開催予定。

¸ 本事業を通じて参加企業の半導体業界への理解を深めることで、技術力や提案力の向上に繋げる。また、交流会を通
じた参加企業同士のネットワーキングにも期待。
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現場の見学
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ンアップ

＊ロゴは各社HPより引用



③展示会共同出展（SEMICON Japan「中四国パビリオン」）【新規】

¸ 協議会の会員を中心に「中四国パビリオン」としてSEMICON JAPAN 2025 に初めて共同出展を行う。

¸ 中四国パビリオン用のパンフレット制作・配布や他地域パビリオン等との相互交流企画などを通じて、効果的な販路
開拓、情報収集、参加者同士のネットワーク構築に繋げる。
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④ビジネスマッチング支援【新規】

¸ 協議会の会員企業数は200 社を超えており、潜在的な企業間マッチングニーズが非常に大きい。

¸ そのため、交流会開催や分科会活動によるネットワーキング（緩やかなマッチング）とは別に、協議会事務局のネッ
トワークを通じた企業同士のビジネスマッチングを実施（最低5件以上）。

※随時実施予定のため、マッチング希望がある場合は事務局までご連絡ください。
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2024 年度（令和6年度）の取組
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2024年度（令和6年度）の取組の全体像
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年2回の総会・交流会

¸ 政策動向、協議会活動、中国地域内の動きについての理解を深めるため、「協議会会合（総会）」の場で報告・議論。

¸ 総会後には「名刺交換会（交流会）」の場で会員同士のネットワーキングを実施。
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¸ 岡山大学では2023 年度から半導体人材の裾野拡大のための半導体講座を実施。

¸ 2023 年度に理系大学院生向けに開始し、2024 年度は全学年（一般教養）、文系・理系の学部生にも拡大。
2025 年度からは岡山県内2大学との単位互換を行い、さらなる受講生の拡大を推進する。

¸ 協議会としても、モデル的な取組として、出前講座や工場見学実施に向けた企業との繋ぎやバス移動に係る費用な
どを支援。他大学や高専でも同様の取組が実施可能となるよう水平展開の手法を検討しており、引き続き地域企業
の参画拡大に向けた取組を支援する（裾野拡大→受け皿の確保へ）。

大学生・大学院生向け半導体教育の推進
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https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id13556.html

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id13556.html
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小中学生･保護者を対象とした半導体工場見学会の実施

Å 2023
1

¸ 半導体の認知度向上、興味・関心の喚起を促進するために、東広島市に所在するマイクロンメモリジャパンに協力
をいただき、小中学生及び保護者を対象とした見学会を開催。

¸ 保護者に就活の相談をする学生は増える傾向にあり、少子化の影響で親子の関係も密接になる中、学生の意思決定
に対する保護者の影響が強くなっていることから、子どもだけでなく、保護者にも半導体を身近に感じてもらうこ
とを目的とした。

¸ 今後は継続性も観点に入れ、自治体や地域に所在する教育機関とも連携するなど、モデル地域の拡大を検討する。
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https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/tiiki/handoutaikanrensangyou/250116.pdf

https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/tiiki/handoutaikanrensangyou/250116.pdf
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高校、高専、大学の教職員を対象とした半導体研修プログラムの実施

¸ 教育現場の教職員に半導体産業を身近に感じてもらい、重要性を理解してもらうことで、普段の授業や、生徒の進
路指導に役立ててもらうことを目的に広島大学半導体産業技術研究所とマイクロンメモリジャパンの協力の下、広
島大学ホームカミングデーの特別企画として開催。

¸ 休日開催のため、教職員は自由参加行事としての開催だが、中国地域の高校～大学の教職員13名が参加した。

¸ 初年度の周知不足もあったことから、当該取組自体はこのまま継続するが、地域を拡大しての実施も検討する。

Å Ḳ
Å Ḳ

Å

Å 13
ṕ 15 Ḳ ễ Ể ểỂ ể ểṖ

 12 Ễ ể

Å 2024 11 3 ( ) 12:30 -16:30

Å ṕJ-Innovation HUB Ṗ
Å FAB15ṕ Ṗ

Å

Å ệ ṕ Ṗ

Å ṕ ṖẀ
Å Ẁ

Å 広島大学ホームカミングデー特別企画として実
施

https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/tiiki/handoutaikanrensangyou/241112_2.pdf

https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/tiiki/handoutaikanrensangyou/241112_2.pdf


27

半導体関連企業パンフレットの作成

¸ 学生の半導体業界への興味関心を高め、中国地域の半導体企業の知名度を高めることを目的に中国地域に立地する
半導体関連企業パンフレットを作成。

¸ 作成したパンフレットは、講義、セミナーや就職関係イベント等での配布・活用を想定するほか、各教育機関（進
路指導室・キャリアセンターを含む）にも配布し、業界に対する理解と就職先候補としての周知を図るものとする。

Å

Å ṕ Ṗ

Å ṕ Ṗ
Å ṕ 21 Ṗ

Å

Å

Å

半導体デバイス

②エスタカヤ電子工業(株)
⑤シマネ益田電子(株)
⑥シャープ福山レーザー(株)
⑮フェニテックセミコンダクター(株)
⑯マイクロンメモリジャパン(株)
⑱三菱電機(株)パワーデバイス製作所 福山事業所
㉑ローム・ワコー(株)

半導体製造装置

③大宮工業(株)
⑨タツモ(株)
⑫(株)鳥取メカシステム
⑬(株)日立ハイテク 笠戸地区
⑲ラムリサーチ合同会社 広島事業所

半導体製造装置部品

④(株)ジェーイーエル
⑦(株)曽田鐵工
⑧タイム(株)
⑪徳山興産(株)
⑭(株)ひびき精機
⑳ローツェ(株)

半導体材料
⑩(株)トクヤマ
⑰三井化学(株) 岩国大竹工場

ファシリティ ①(株)ArTechX.ing

https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/tiiki/handoutaikanrensangyou/pamphlet.pdf

https://www.chugoku.meti.go.jp/seisaku/tiiki/handoutaikanrensangyou/pamphlet.pdf
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多様な人材の確保、副業・兼業人材の活用支援

¸ 地域の中小企業・小規模事業者に対し、経営力強化や人出不足等に対応するため、多様な人材の確保及び副業兼業
人材育成の活用に関する支援事業を実施した。

１）多様な人材の確保：伴走支援（個別支援）を行った上で、マッチング（合同企業説明会の開催）を実施。

２）副業・兼業人材の活用：個別支援による経営課題の明確化とマッチング、事例発表会を実施。

ểṖ ỄṖ

https://jinzaikakuho -chugoku.go.jp/event.html

ễệ
ṕ ệ Ṗ

ṕễ Ṗ
11/23 ṕ ṖẂ  

17 31
11/30 ṕ ṖẂWebexṕ Ṗ

15 8
1/18 ṕ ṖẂ ṕ Ṗ

17 27

ẑḲễ 13 ṕR7.1 Ṗ
( Ễ 11 )

9 -10

ễ 【2024.9. ４安芸高田市向け出前説明会の様子】

ẑ

ẑ ṕ29 163 Ṗ

10 -11

https://jinzaikakuho-chugoku.go.jp/event.html
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集積マップ・企業一覧のアップデート

¸ 集積マップについては、下記の通り改善。

① 国土地理院の地理院地図を活用しWEB地図版を公開。

② 企業一覧はDLして利用しやすいようエクセルデータを協議会HPにアップ。

¸ 情報の追記、修正が必要な場合は適宜ご連絡いただきたい。

ṕ Ṗ
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設備投資マップのアップデート

¸ 2021 年4月以降の設備投資を調査し、マップをアップデート。
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技術交流会の開催

¸ 昨年度に続き、半導体サプライチェーンの強靱化に向けて、ニーズを持つ半導体関連企業と技術をもつ企業の相互の
交流・連携の「きっかけ」づくりをサポートするための商談イベント「技術交流会」を開催。

¸ 開催約1ヶ月後となる2月21日時点で14社は個別面談、工場見学、見積依頼等のその後の動きに繋がり、11社は
「取引開始」「今後の取引の可能性あり」の状況となった。

2025 1 14 ( )

（ニーズ発信側）
Å

ṕ Ṗ

結果

60 ṕ93 Ṗ
Ҩ

27
Ҩ

開催約1ヶ月後（2月21日）の時点で
¸ 技術交流会後の個別面談、工場見学、見積依頼等に繋がった企業数14社
¸ 発注企業が「取引開始」「今後の取引の可能性あり」と回答した企業数11社
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¸ 2024 年10月18日より、中小機構が運営するマッチングサイト「ジェグテック」の中に当協議会会員企業の情報を集
約した特設ページを開設（現在23 社の企業情報を掲載中）。

¸ 当該特設ページを用いることで、全国の企業に対して企業情報やニーズを常時発信可能なため、ぜひ積極的にご活用
いただきたい。

ẑ

ṕ Ṗ
9
9

Ḳ 830
Ḳ 3000 ṕ

Ṗ

ü 36,000
ü Ṅ

Ṅ
PR

ü

https://jgoodtech2.smrj.go.jp/chugoku
semiconductor

マッチングサイト「ジェグテック」への特設ページ開設

https://jgoodtech.smrj.go.jp/pub/ja/

https://service.smrj.go.jp/cas/custo
mer/questions/6dd01e8c2f704e8186
7dcbcc721c14e2

https://jgoodtech2.smrj.go.jp/chugokusemiconductor
https://jgoodtech2.smrj.go.jp/chugokusemiconductor
https://jgoodtech.smrj.go.jp/pub/ja/
https://service.smrj.go.jp/cas/customer/questions/6dd01e8c2f704e81867dcbcc721c14e2
https://service.smrj.go.jp/cas/customer/questions/6dd01e8c2f704e81867dcbcc721c14e2
https://service.smrj.go.jp/cas/customer/questions/6dd01e8c2f704e81867dcbcc721c14e2
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検討の背景

1. 内部環境の変化に対応するため

Å 発足当初は比較的企業規模の大きな「中国地域を代表する半導体関連企業」が会員の中心であったが、その後の積極的な勧誘や業界

の裾野拡大、協議会の認知度向上等により、会員数は2年間で3倍超となり規模、分野（事業区分）も多様化するなど内部環境が変化

し、協議会に求められる役割が変化した。

2. 外部環境の変化に対応するため

Å 一層のデジタル化の進展、激化する米中対立、EV市場の伸び悩み、中国の不動産バブル崩壊、国による大規模かつ継続的な半導体投

資支援など目まぐるしく外部環境は変化し、協議会に求められる役割が変化した。

3. 活動をサステナブルなものとするため

Å 現状は半導体産業の振興という政策目的により国が協議会事務局を担っているところであるが、他地域や他業種の事例に見られるよ

うに、本来の姿（民間主体の活動）への移行を検討する時期が来ているのではないか。

この点は、協議会発足時から自立化・自走化の方策についても検討事項としていたところ。

Å さらに、第11回半導体・デジタル産業戦略検討会議（2024 年5月31日）における事務局

説明資料の中でも「最長2026 年頃までに自己財源で運営可能な体制への転換を図る」と

の方針が示されたことから、予算上の制約も念頭に、協議会活動をサステナブルなもの

とするための自立化・自走化の方策について、本腰を入れて検討しなければならない。

「第11回半導体・デジタル産業戦略検討会議」事務局説明資料 P164

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/conference/semicon_digital/0011/0011-2.html
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• 協議会の今後のあり方について議論するため、2024 年度、協議会事務局内にさまざまな規模・分野の産業界・教育

機関（9機関11名）の委員から構成される「あり方検討会」を設置。

• これまで自立化・自走化で先行する九州・東北の事例調査、協議会員へのアンケート調査、 それら調査結果を踏ま

えた検討会での議論（11月と2月の2回）と個別ヒアリングでの議論を通じて、次頁のとおり検討の方向性（中間報

告）を作成。

あり方検討会



35

1.協議会の自立化・自走化について

¸ 2026 年度以降は運営主体を民営化し、会費制によって自己財源を確保する（自立化・自走化）。

¸ 会費を徴収する以上、会員利益の最大化が求められるが、「即効性があり、会員からの要望も強い活動（サプライ
チェーン強靱化、人材確保など）」に加え、人材育成のように「中長期的に業界全体に裨益する活動」にも取り組む。

¸ 2025 年度は活動内容を見極めるとともに、検討・調整（必要な会費の金額設定、運営主体や体制など）を進める。

¸ 2026 年度以降も当面の間、中国経済産業局はこれまで同様、積極的に関与・貢献する。

2.自立化・自走化を見据えた今後の活動と基本的な考えについて

必要なテーマに基づく「分科会（議論の場）」を設置（会合は「総会（報告・情報共有の場）」）。

地域に根ざした取組とし、これまでの多様な層への半導体業界に関心を持ってもらうための取組を継続・拡充
（回数増、地域の拡大など）。

全国規模での取組とし、これまで取り組んだ技術交流会を発展的に継続（時期の分散、開催場所の変更など）。
加えて、会員からの期待が大きい取組を検討（「工場見学等での企業間交流の促進」「他地域との連携促進」
「展示会への共同出展」など）。

3つ目の柱として「情報発信」を置き、これまで以上に積極的な政策・業界動向について共有。

中国地域半導体関連産業振興協議会の今後のあり方にかかる検討の中間報告

協議会のあり方検討

分科会の設置

人材育成・確保

サプライチェーン
強靱化

情報発信

外部環境の変化への対応

デジタル化、米中対立、国の大規模
かつ継続的な半導体投資支援など

内部環境の変化への対応

会員数の増加、会員企業の規模・分
野の多様化など

活動をサステナブルに

公費への過度な依存からの脱却
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2024 年度（令和6年度） 2025 年度（令和7年度） 2026 年度（令和8年度） 2027 年度（令和9年度）

･･･ 11月 ･･･ 2月 3月 4月 ･･･ 3月 4月 ･･･ 3月 4月 ･･･ 3月

あり方検討会
第1回

★
第2回

★
β2～3回

★  ★

個別ヒアリング

協議会会合
（総会）

第6回

★
中間報告

第7回

★
最終報告

予算

新たな運営体制への移行期間

中
間
報
告
案
の
作
成

公費 公費（予定） 自己財源

Å 本日の第6回協議会会合にて前頁の中間報告（案）を提示。

Å 2025 年度は中間報告の内容を踏まえ、あり方検討会等の場を通じて、自立化・自走化に向けて取り組むべき活動内容
を見極め、それを実現するために必要な会費の金額設定、運営主体や体制、その他の具体的な検討・調整について引き
続き議論し、2025 年度末に最終報告を行う。

Å 2026 年度は新たな運営体制への移行期間とし、公費と自己財源を併用して活動を行う。※公費は予算成立が前提。

最
終
報
告
案
の
作
成

公費（予定）

自己財源

今後のスケジュール
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2023 年度（令和5年度）の取組
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年2回の総会の開催

¸ 政策動向、協議会活動、中国地域内の動きについての理解を深めるため、「協議会会合（総会）」の場で報告・議論。
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半導体人材不足数の試算

¸ アンケート結果をもとに試算した、中国地域の現状の半導体人材不足数は2023 年時点で286人/年 、

10年後（2033 年）の時点で1,605人/年。

1,319 

852 

1,512 

1,653 

1,794 

1,935 

2,076 

2,217 

2,358 

2,499 

2,638 

1,033 1,033 1,033 1,033 1,033 1,033 1,033 1,033 1,033 1,033 1,033 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

系列1 系列2

Ḳ
Ḳ

2023

286 /

※第４回中国地域半導体関連産業振興協議会 事務局資料を改編
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¸ Ệ
ṕ Ṗ ṕ

Ṗ

¸

企業・教育機関のヒアリング（人材育成・確保 ）

ṕ Ṗ

ü 理系の基礎的な知識を持っていれば問題なく、専門性（半
導体に関わる研究の経験）は必須ではない。

ü 採用したいと思うのは、知識や経験よりも ḭ
לּ ︣ Ḯ

ü ︡ ךּ כֿ ḭ פּ
ךּ ḭצּ נּ Ḯ צּ ךּ
ךּ Ḯךּ︡

ü 新卒の就職は親や学校の先生の影響が大きいため、まずは
親世代や学校の先生に企業を知ってもらいたい。

ü インターンシップを受け入れても教えられる人材がいない。

ṕ Ṗ

ü 半導体業界への就職にはどのようなスキルが必要なのかを知り
たい。

ü クリーンルームがない、製造設備がないもしくは古いなどの理
由で実践の場が少ない。

ü 企業との接点がなく、実習等の受入先を探すのに苦慮している。
ü インターンシップ先を選ぶ際、宿泊や滞在に係る経費の補助が

あることを「条件」として考える学生は多い。
ü 就職先は、先生と関係がある、親が知っている、先輩が就職し

た等の企業から選ばれる。学生だけでなく、多くの人に魅力が
ある業界だと実感してもらう必要がある。

ü 半導体についての基礎知識を学ぶ過程は既にある。リソースも
限界に近く、更に半導体プロセスを深掘りするカリキュラムを
策定するのは難しい。

ü 半導体関連企業への就職にあたり、どのようなスキルがあったほうがいいかを知りたい。
ü 実際に製造の現場を見ることや自分の手で業務を体験することで、半導体製造工程への理解を深めることが出来た。大学の講義だけ

ではこういった経験はあまり出来ないため、こういった企業との連携があれば半導体業界に興味を持つ学生を増やせると思う。
ü 周囲に「半導体を研究している」と周りに言っても「難しそう」と言われ関心を持ってもらえない。
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【参考】半導体関連企業における人材不足度・採用意向（Ｒ4年度調査より）

¸

¸
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¸

¸ AI

【参考】採用者に求める知識・スキル （Ｒ4年度調査より）
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¸

¸

企業ヒアリング（サプライチェーン強靱化）

ṕ Ḳ Ṗ

ü 九州や東北など、集積地域とのビジネスが拡大するように
広域連携を進めてほしい。

ü エネルギー・水問題などインフラ整備は、しっかり自治体
主導で進めてほしい。

ü 各企業のOB等をコーディネータとして配置してはどうか。
ü 地場企業と新たに連携する場合には、設備投資にあたり、

支援制度の活用などのサポートが必要。
ü 処理量や情報量の増大に伴い、エッジコンピューティング

へと移行しているが、今後セキュリティ対策が重要になっ
てくる。

ü 様々な団体がでてきて同じような活動を展開している印象
があり、それぞれ役割分担いただき、その旗振り役を協議
会に担っていただきたい。

ü 日本の技術が外資系に流れないように、国家戦略的な技術
情報の統制が必要ではないか。

ṕ Ḳ Ṗ

ü 全国各地の設備投資のタイミングに合わせて、新たなビジネス
参入につなげていきたい。

ü 設備投資の実施にあたり、調達先であるサプライヤーの体制強
化も必要であり、サプライヤー向けの支援も実施していただき
たい。

ü 設備投資に伴い人材の確保が必要になってくるため、教育機関
等との連携を強化したい。

ü 海外向け調達を国内調達に切り替えて、国内調達比率を高めた
い。

ü 課題解決すべき技術開発・研究開発に対応するため、教育機関
等との連携を強化したい。

ü 半導体業界と関わっていなかった企業とつながり（異業種連
携）が持てると良い。

ü 技術交流会の定期的な開催を期待する。
ü ビジネスマッチングの事業について九州でも行ってほしい。
ü ニーズがあっても受けられる企業を探すのに苦心しており、技

術交流会の開催はありがたい。
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